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　　　　　高齢化社会では、神経変性疾患は増加傾向にあり、その治療法の開
発が喫緊の課題となっている。パーキンソン病では、α-シヌクレインによるア
ミロイド凝集体の形成が病態に直接関与することが知られている。しかし、そ
の凝集過程は複雑で構造が絶えず変化するため、治療法の開発は困難である。
本講演では、演者が開発を進めているオートファジーを利用したアミロイド凝
集抑制法についてご紹介いただく。特に、相分離するテトラトリコペプチドリ
ピート（CTPR）タンパク質と、オートファジー関連タンパク質LC3との相互作
用を利用したアミロイド凝集抑制システムについての最新の知見、および疾患
関連タンパク質を特異的に分解できる凝縮体の開発に関する将来展望について
ご講演いただく。（講演は英語です。This is an English lecture.）

要旨

•研究方法論（基礎・応用）の授業に出席したとみなす講演会です。 
•Kumita研究室は、MRI海外派遣先になっています。海外MRIを希望
する医学部生も、ぜひ参加してください！


